経済史概論
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イギリス毛織物工業=国民的産業
P6

親方製造者
→つぶそうとする(都市部が)

産業の自由を!=市民革命へ
市民革命の経済的意味
=産業の自由を確立
議会的重商主義(後期重商主義)

王室重商主義(前期重商主義)

原蓄(原始蓄積)

P4-P31

重商主義政策の中身(P32)

輸入を抑制!

1649年羊毛の輸出を禁止
17s～18s

インド産のキャリコ(綿織物)がイギリスに安価で入ってくる
→輸入禁止にしよう!

キャリコに匹敵するような安価なモノを!(産業革命へ・・・)

工場制手工業(マニュファクチュア)

機械制大工業ではない☆
P38

自由貿易と～
農業の支え
農工連帯補償制度が重荷になっている
P23(エンクロージャー-土地囲い込み)

L5

15c

ヨーﾏﾝりー
農民的囲い込み
地主的囲い込み
16c

地主-農業資本家(大借地農)-農業労働者
貧民は一つの恐怖から他の恐怖への移動を制限されていない
貧民が大量に堆積。(土地にしがみついて生きてる)

貧民の堆積と労働者不足
5/20(とにもかくにも三角貿易よ)
貧民の過剰な堆積と労働力の不足
どうやって陶冶(怠惰な貧民を生まれ変わらせる)する?

労働問題でもあり市場問題でもある
☆金融的な側面
高利の一掃
イングランド銀行→銀行券の発行(利子率4～5%)(手形割引、預金、)

発行するまでは高利(利子率10～15%)で金が貸されていた(資本家に)

P14　ℓ5

「泡沫法」
植民地開発で南洋の泡沫
重商主義政策の対外的な側面(P4)

1651年-航海条例
イギリス及び植民地の輸出入をイギリス又は商品原産国に限る
1660年-航海条例
主要な植民地物産の輸出先のイギリス領限定
1663年-指定市場法
植民地輸入の外国商品のイギリス経由の強制、経由するときにイギリスの船舶を使用
1673年-植民地関税法
イギリス領植民地同士の輸出入について本国(イギリス)政府に関税を支払う
→狙い(P31)

1.オランダ(商人)をイギリスの植民地から駆逐する
2.イギリスの海運業(=商船隊)を育成する
　　　　　　　　　　　　　=海運収入(国際収支の項目では貿易外収支でも)

重商主義=いかに貿易収支を黒字にするか
貿易収支以外に貿易外収支でもお金を集めて金や銀をかき集めたい
3.植民地経済の本国への従属
植民地貿易(P32)

P34-35

☆19世紀に開花するパクス・ブリタリカを形成
☆大西洋経済の形成(発展)とカリブ海域(西インド諸島)経済革命
→北アメリカ-西インド-イギリスの三角貿易ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

イギリス→北アメリカ
・毛織物工業を中心とした工業製品
北アメリカ→イギリス
・タバコや米
イギリスと北アメリカ=対面貿易(イギリスが黒字、北アメリカ赤字というのが対面貿易の限界)

北アメリカ→西インド
・食料や木材(北アメリカは黒字、よってイギリスから工業製品を買える)

西インド→イギリス
・砂糖、コーヒー、綿花(西インドが黒字、よって北アメリカから食料や木材を買える)

　モノカルチョア(単一耕作制度)労働力がたくさん必要
イギリス→アフリカ西海岸
・毛織物、火器、銃器類、アルコール類
アフリカ西海岸→西インド
・奴隷(労働力の国際移動=プランテーション)

重商主義にとっていかに西インド諸島が重要だったか
☆三角貿易は対面貿易の限界(片方が黒字で長く続けられない)を克服している点に特徴あり
「多角的な」貿易連関が形成されてイギリスに有利
西インドからの輸入品の大半をヨーロッパへ再輸出(転がす)=大儲け!@イギリス
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イギリスの産業革命について
資本主義的工業化(P7)

綿紡績業における工場制度の成立による綿工業の興隆
(P16-17)

イギリス産業革命は、綿紡工業の変革、綿工業(非耐久消費財)の興隆を原動力として展開した。
技術一般の醗酵状態
生産過程での革新
機械化によってインド産のキャリコに匹敵するモノを作り上げた
=競争力を持つ
輸入代替工業化の完成
だが、水力を利用しているので労働力の調達、原料=商品の運送に困難
ネックです。
そいで蒸気機関へ
ではなぜ毛織物でなく綿工業なのか?

①キャリコへの需要が強かった
②綿布というのが機械にかけやすい=繊細すぎず粗雑すぎない
③新興部門により機械化を受け入れやすかった
　毛織物は機械にかけにくい
P19

産業の自由というのは市民革命で達成した自由
産業革命では労働の自由を達成
安価な工業化時代(開拓者的産業革命)

・参入障壁の欠如(最初の機械は安い)

8本の糸　　ジェニー紡績機
16本の糸　ジェニー紡績機(生産コスト下がる)

P25

基軸産業(綿工業)の成立
消費財部門
生産財部門
基軸産業とは生産財部門ではなく綿工業である。
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消費財生産部門
生産財生産部門
P25-26

☆製鉄業
コークス製銑は、森林資源の枯渇による木炭製銑の行き詰まりを克服するものであった
枯渇=供給の制約制
大きな変化とは
①木炭製銑からコークス(石炭)製銑へ
②高炉の大型化
パドル法-画期的な生産方法(P27)

従来の鍛冶工の手工的生産の限界を突破。
最終的に鉄道業が生まれる。
イギリス産業革命
☆綿工業の技術革新が鉄工業などの生産を促進し、最終的に鉄道産業を生んだ。
鉄道建設
　・鉄工業　
　・石炭業
地主-資本家的借地農-農業労働者
地代　利潤　　　　　　　　　賃金
鉄道-輸送革新
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農業革命、機械製作業が交錯、鉄工業、
恐慌(P62)

高蓄積→原綿の供給に対して過剰蓄積となった
P66図の3-1は何度も見た。
原綿価格の上がりが高い=原綿にたいする需要が増加してるから
需要に対して供給が答えられるかどうか
供給不足が供給不足として現れず市場価格の急騰として現れる
供給側の難点から生まれた恐慌
今の日本の不況は需要側も関係。(需要不足)

1824　団結禁止法の撤廃
1825　結社の自由(P7)

自由貿易論争　貿易の自由
保護貿易　生産の自由　労働の自由
P33図
重商主義政策の行き詰まり
羊毛製品の行き詰まりから綿製品
世界市場的展開
1846　穀物法の撤廃
　貿易政策の転換、(P42-43)

穀物法により地主らの利益にしかならず不利益
比較生産比説(穀物に特化しているなら農業・・全てうまくいくようにするのではなく、ある特化する部分を担った方が世界的に利益となる)
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綿製品が世界的に展開
イギリスでは安い穀物と競争できない
穀物法によりシャットアウトした。
他の国は所得が上がらないから綿製品の購買意欲が高まらない
貿易の自由を求める
自由貿易か?保護貿易か?

→自由貿易へ
貿易の自由とはイギリス産業資本家にとって最後の課題
P43ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

産業資本の世界市場での覇権確立の政策意図
　農業が犠牲になることは問題としない
イギリスが世界の工場となって他の国は従属的衛星国
　他の国は食料原料の供給国
P78世界の工場
P83高度に形成された工業生産力
P74～ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

チャーティズムと反穀物法同盟
1832　選挙法改正
産業資本の利害-反穀物法同盟
労働界級の利害-チャーチスト運動
反穀物法同盟はチャーチスト運動と基本的には敵対、
自由貿易によって外国からの輸入は増加するがそれで海外の購買意欲が増す、それによって工業製品の輸出が増えて雇用も拡大、賃金の高騰、イギリス経済の活性化
反穀物法運動はそれゆえに国民的利害を代表するものと自己を表現し、チャーチストが力を持って制圧されたという点を考慮するとしても労働者のかなりの部分がこの運動に、あるいは運動の論理に包摂されていった。P77

試験ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

穀物法の撤廃が示した意義
四
P78　82　110-111

穀物法撤廃の世界的意義も
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

→穀物法廃止による徹底した自由貿易政策は高度に形成された工業生産力を背景に、海外後進諸地域にイギリスを安定的市場として解放し輸入を拡大することによって、イギリス工業製品の輸出市場を確保し拡大することを目的としたもので、世界の工場としてのイギリスを中心として、食料や原料の供給地として他の国を従属的衛生的に配置し国際的分業体制を確立しようとするものである、世界的な意義として、それによりイギリスの工業製品輸出はいわば連動的に拡大しえたのであり、貿易独占のための植民地支配は不必要であったばかりでなくむしろ障害となった。フランス、ドイツ、合衆国などは競争者として登場しつつあったとはいえ、その当時ではイギリスの世界政策=世界貿易拡張政策への協力者としての地位に、より大きな利益を見いだしたのである。
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P94
P217

貿易収支赤字
商船の保有は圧倒的有利→イギリス
輸入も輸出もイギリスの船を使う=収入がある(海運収入)

利子・配当　黒字
よって経常収支は黒字
貿易収支では赤字になるがその他の収入で上回り結果黒字
資本収支はマイナスである、(イギリスは外に出している、債権国であるということ)

=在外資産は年々増大。
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

①イギリスは商業保険船舶と利子配当がすごい収益になる
②資本収支マイナスということ(輸出より輸入が多い-国際的な投資)はポンド資金を世界的に供給してるということ=購買力を身につけている=イギリスの商品を買える…
世界的に資金を供給しながら資金を回収できる強さを持っていた
国際的鉄道投資(資本輸出)

=イギリス鉄工業の輸出につながる
イギリスの世界の工場としての地位、世界貿易の中心地としての地位に基づいて。ロンドン、あるいはその金融街、「シティ」の世界の銀行としての地位が成立した。
P96

P101

7/1

　P101

産業革命について…
P48

P40　P49
革命は、絶対王制下の産業規制体系を解体した。
イギリスの労働の自由
=ミュール紡績機、伝統的な職人から解放される意味での自由
フランス
=個人的な営業の自由
フランスの産業革命
　1810年初めから1860年英仏通商条約
フランスの綿工業
ノルマンディ(国内市場)やアルザス地方(輸出志向)に展開
イギリス=産業革命から鉄道が生まれる
その他=産業革命のための手段として鉄道を利用
後発性の経済(economres of backwardness)

世界的鉄道建設ブーム
イギリスだけでは供給しきれずドイツにも高利益
当時の成長産業は綿工業と鉄工業
安価な労働力の大量供給が困難=重工業発展の条件に適さない(P122)
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ドイツの産業革命
関税同盟と鉄道建設
1830年代～1870年代初め
ルール地域の発見
プロイセン主導
農場領主制→ユンカー経営
関税同盟
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

後発性の経済
=イギリスを見ながらイギリスの達成した数字を模範とした
鉄道建設を主たるもの
P87

後続資本主義諸国の資本主義的工業化の前提となり模範となった=イギリス
イギリス=産業革命から鉄道が生まれる
その他=産業革命のための手段として鉄道を利用
後発性の経済(economres of backwardness)

株式会社
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!
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ドイツ三つのポイント
①関税同盟
②鉄道建設
③ルール地帯の発見
ドイツはユンカー的発展コースでは?

=自由貿易路線→高度な生産が保証されることとなった(P126)

ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

P129

産業革命の最終局面
産業と金融の一体。
株式会社の設立ブーム
→産業革命の完成
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

アメリカ(P57)

アメリカは封建制を知らない
=イギリスの移民で成り立っている社会だから
ポイント
①西漸運動
②鉄道建設
(P59)

紡織一貫工場の設立
白無地祖綿布の大量生産
1820-1840年代
南部経済の基幹をなす。(p131)

=労力が安いから
鉄道建設は南部と北部をつなげるように作用した(P133)

コネルズヴィル炭
ﾃｽﾄｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!
A群から三題(イギリス初期蓄積の発展から)

B群から三題
それぞれ一題選択
前期ﾃｽﾄ40点
レポート20点
後期ﾃｽﾄ40点
20行書いておかないと採点の対象にならない
夏休みのレポート
今日のEU形態についてなんらかの問題を指摘して
原稿用紙で15枚相当書いて提出
(例)失業について…、ユーロについて
最初の授業で提出
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P160~大不況
軽工業→重工業(移行する)

1873年恐慌
1895-96年まで。。
大不況の原因はまだ解明されたとはいえない。P162

→需要が不足したから起きたのではないか?(鉄道需要が減退したから)

大不況は資本主義の歴史の一つの大きな分水嶺と見ることが出来るP160
イギリス震源地ではなく、ドイツとアメリカである。→イギリスではおきない
今まではイギリスが震源地で、好況不況は10年周期だった。
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

大不況三つの要因
①循環規定的要因
今までは10年パターンで好況不況が続いていた、イギリスにおいて金融恐慌が起きなかった。金融恐慌において整備されることがなかった。
②産業構造的要因
P163イギリス型産業組織の限界
不況なし崩し的進行P162
③需要要因(メインではないか?)
需要が減ったために価格が低くなる=デフレ
鉄道需要が完成したため。
1884年には一巡を終える。
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!
農業恐慌
①陸では鉄道建設が展開
②運輸革命
10/20(大恐慌②回目)

イギリスの産業構造が重荷となる=世界の工場が崩れる
好況動因
　鉄道投資
デフレ的特徴=需要が不足しているから価格が下落する
それは鉄道投資という好況動因が不足しているから
需要要因を見つけるために20年間かかったのが特徴
P167-168

「距離」の克服=鉄道
陸上では鉄道が決定的意味を持つが、海上ではこの時期に鉄鋼蒸気船による輸送が発達
P170　l5

農業不況
=アメリカ産の農産物が入ってくる
→高くすればいい=関税をかける
自由貿易体制の転換=保護貿易体制に....

P174

反体制運動と帝国主義の選択
イギリスとドイツとアメリカについて
①不熟練労働者の運動が活発
P176

再び保護貿易運動が起きる
国民公正貿易連盟　1881

ドイツ
P178

主役は労働者
ライ麦と鉄との同盟
カプリヴィの「新航路」政策
ドイツの世界政策
帝国主義の選択?

アメリカ
主役は農民(中産階級)P179

プール-価格協定(ドイツでいうところのカルテル)

P181
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綿工業と鉄鋼業
→軸
重化学工業への移行で不況が起きていたが、当時の人はそれを知らない=資本主義の息詰まりと思う
プール(米)→カルテル(ドイツ)価格協定
P131-中産階級での運動
P181

アメリカ経済の運動
ポピュリズム
第三部
第一章
大型企業体の成立と独占(P187)

巨大産業株式会社の成立と企業形態の変化
大型好況
企業規模の大型化→資本の集積
企業間結合→資本の集中
↑株式会社が一般化する
経営者資本主義
(P188)鉄鋼、化学、電気、自動車=巨大産業株式会社
重化学工業段階になって巨大産業株式会社が発展
=リードしているのは合衆国とドイツ
資本の商品化=現実資本が商品化している
産業証券(株式)市場の一般化
資本市場-貨幣市場
◎資金集中機能
集中・合併　
・資金動員機能
間接金融
直接金融
重化学工業においてなぜ大企業株式会社が成立するか?

→固定資本(工場)、大規模な資本を導入するから大規模な資本が必要=株式
P196-3行目
巨大産業株式会社=金融資本
全ての人が小株主として影響力があるのではなくて、配当取得者としての株主への転嫁
独占という競争制限の姿にたどり着くまでは各社でシビアな設備拡張競争が展開される。
このときは独占とは一つの方向性として現れる究極的な姿。=相対的な発展の傾向
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

大型株式形態の出現
鉄鋼業
アメリカとドイツ
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

イギリスは個人企業多い=大規模できないからだめだった
11/11

ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

巨大産業株式会社=資本の集中
株式会社制度が一般化する
→資本が商品化するということ
合名企業→大型企業
個人企業→大型産業株式会社
支配集中機能
資金調達機能
→金融資本
重化学工業段階に特質なもの。
資金が巨大だから資金調達機能が必要
ドイツとアメリカ
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

[2]労働者層と職員層　P197

l4

生産装置の高度化
労働内容の単純化
=労働者をチームとして職長、技師が生まれる
管理的熟練
技術集約的な機械
=労働節約的
①労働者減る
②19世紀的熟練工は解体=作業が単純
労務管理
アメリカ
能力主義
移民の国だけに簡単なマニュアルでの図示がいい
=科学的管理方式
ドイツ
労使共同体
①企業の大型化によって労務管理が問われる
②企業の大型化に伴って経営者企業者的な立場を持つもの
③ミドルマネージメント層の増加
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

19世紀末の企業形態にどのような特徴?

株式会社が一般的ミドルマネージメント層、集権的組織
11/25

独占、集中。
どうしてアメリカドイツが集中と独占の本場?

なぜそれが経済活性化の要因?

設備拡張競争のための需要要因
ドイツ資本主義(P211?)

なぜこの時期にドイツ経済が繁栄するか?

①都市化の進展
②新成長産業の出現(電気、化学、造船)

③①と②が多軸的重化学工業の産業連関を形成
④輸出の拡大
①②=内需の拡大
④=外需の拡大
社会資本の整備
P192都市化の進展とともに、電機ブーム
強電部門の興隆
1890年代から
トーマス法の普及(鉄鋼)

塩基性普通鋼の大量生産
アメリカだと…。
マルタン法の大量生産
酸性普通鋼
造船業の発展
造船→石炭→鉄鋼
P221艦隊建造(造船に対する需要)

ドイツ-ヴィルヘルムⅡ世-

第二帝政
世界最先端を行く化学工業
→タール、石炭化学、医薬品
需要を掘り出しドイツ経済は上向きに
①都市化の進展
②新成長産業の出現(電気、化学、造船)

→鉄鋼業の拡大→機械工業発展→鉄鋼業の需要拡大...

相互内生化
→さらに都市化の促進につながる
設備拡張競争
石炭の生産要素。
鉄鋼は需要家でもある。
石炭→銑鉄→製鋼
銑鉄業は石炭に対して弱み-需要家-(石炭ないと銑鉄できない)

よって炭坑を持つことになる→混合企業
弱みを持つ単独企業から独占を形成し混合企業へ
好況動因=設備拡張→独占の形成(設備拡張競争の終わり)

設備拡張競争によって増大した生産力→増大した生産力に対する需要の拡大がないと経済は持たない。
資本ストックの整理に追われる。
需要が続かないとやばい。
これだけの好況要因があるわけだからドイツ経済は加熱するのね。
1900-01恐慌　石炭価格の高騰
需要要因の旺盛が供給を越えると価格の上昇を招く
1907恐慌
独占保護関税
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ドイツ経済の2回目
複合的に盛り上がってきて独占が生まれて
経済における設備投資はいかに強気にいけるか=需要が盛り上がっていた
1900-1901恐慌を迎える
あまりに加熱した=つけが石炭と銑鉄に
石炭不足からの価格高騰
生産要素の価格が上がるのでそれを必要とする企業は生産辞めちゃう
生産能力の過剰を外需(輸出)によって打破
→ダンピング輸出=輸出奨励金の交付
輸出補償金精算所
～1902年7月
P194

証券投資=間接投資
→イギリスとフランスで行われた形態
直接投資:海外に販売子会社を作ったり生産子会社を作ったりすること
→ドイツ
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

直接投資資本輸出
ダンピング輸出に変わって資本輸出
P220

高度な組織化資本蓄積=独占による
なぜ直接投資がドイツにおいて大きな比を持っていたか?

資本輸出による直接投資?

ドイツ→経済領域を獲得する手段(P281バグダッド鉄道)

ドイツは遅れて資本主義化したためネットワークを持っていなかった
資本輸出の展開でネットワーク。3B政策
帝国圏を維持しようとするイギリスと新たな経済領域がほしいドイツと衝突
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

1907年恐慌
1905年に起こるはずだった恐慌
資金の逼迫=利子率上がる=資金の調達コスト増大=恐慌
ロンドンやパリから資金がくる?=P220

ベルリンでの資金逼迫で利子率が上がるはずがロンドンとパリからの資金により逼迫しない。
ドイツ経済は一息付く。=設備投資が出来る
↑本来起こるべき不況が起きなかった
先送りされていたがロンドンとパリの余力もなくなる。
資金を膨大に供給することで世界経済の拡大=イギリス
∴イギリスは本来出てくるべきドイツの息詰まりを助け、ドイツは助けられながら同時に生産能力の拡張から資本輸出をせざる追えなかった。
イギリスとパリからの短期資金に生命線を握られる
=資金がなかったらドイツはもっと早く逝ってた。
極限形態である第一次世界大戦
アメリカのお話
合衆国資本主義P226

ドイツと違って広大で急速に拡大する国内市場
ドイツと違い生産力を国内市場が吸収する余地があった
アメリカの好況1897年からo

鉄道恐慌
公衆衛生施設、ガス灯建設、電灯設備、電話回線、高架鉄道
→都市化に伴って
遙かにスケールの大きい。
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アメリカ経済史の2回目
1897-1902　産業合同運動
①合同運動により投資に期待感
P191-192

モルガン　投資銀行業者
横断的な統合
クーン・レープ
アメリカ的特質
P222

とにかく鉄道不況
対外関係@P226

パンアメリカニズム-国内市場の外延化
イギリス=間接投資(証券投資)

アメリカ,ドイツ=直接投資
→アメリカとイギリスは対立しない?

政府との関係
12/16

アメリカ経済のラスト@P230

国家による経済の組織化が課題=ルーズベルトの革新主義
資本主義国にとって共通の課題
イギリス
金融の中心@P231

重化学=アメリカ,ドイツ
金融=イギリス,フランス
経済実体的に相対的に生産力は停滞していることも意味
第二次産業革命とイギリス工業独占の解体
パクス・ブリタニカの変質
ポンド体制の全面開花
構造的不均衡
イギリスをアメリカ,ドイツが凌駕しているということ
鉄鋼の生産停滞=

鉄鋼は代表的なものでその国の実力を表す
①イギリス型の産業組織(中小企業)が残ってる,規模の経済に対応出来ず。
イギリスは個人企業が主体。アメリカ=運用から。
生産性の格差からコストに差で競争力に格差。
イギリス型の産業組織が改革していたら,変わっていたかもしれないけど…
輸出も減っていき,イギリスの生きる道は帝国圏へ
国内市場も侵食されつつあった"輸入浸透圧力"

アメリカとドイツの侵入(1980年代の日米貿易摩擦のような)

鉄鋼以外にも日常品などもー。
イギリスの実態構造を見てみる@P232

輸出-綿工業はすでに成長産業ではないが,イギリスではまだ成長産業の軸となっている。これは産業構造転換の遅れを意味している。
帝国市場が最後の砦となる
ドイツから塩基性半製品を輸入して加工して軽綱完成品とする
=輸入依存度が増大する(輸入が3.5倍も増加。→供給不足でドイツに頼る)

↑イギリス鉄鋼メーカーの特徴
高級な部分に特化して逃げ込む=後進国の有利さを十分に生かしたドイツ,アメリカ
つまりイギリスが供給面で十分な量を供給できればよかった=産業構造の転換
1896-1902

産業構造運動が起きた時期。
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イギリスの補完的な位置であるフランスについて
歴史の連続性はない(ドイツ→農業から工業)

試験ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!P236

フランスの工業生産は低い
フランスは農民の国→工業国への妨げ
↓伝統的な産業構造
①農民の国であることを引きずっていた
②20名以下の多分に手工業的な小経営が圧倒的だった
③P238

↑を維持しながら(断絶がない)

イギリス→農業を切り捨てて自由貿易
フランスは農業を抱えて
奢侈品@自動車=量産規模を最初から目指していない
③アメリカのように流動的に移民が増加し続けるものではない
国内市場に依存するような近代的大工業では狭い=国際的競争力はない
過去問
①19世紀末における企業形態の変化と職員層の登場について述べなさい
②19世紀末から20世紀初頭にかけての大型好況を牽引したドイツとアメリカのうちいづれかに絞ってどのような要因がそうした活況をもたらしたかを検討しなさい。
③19世紀以降にイギリス経済は産業的に地盤沈下するが,ポンド体制は全盛期を迎える。それはどうしてなのか,これについて説明しなさい。
④ポンド体制の隆盛下でパリ金融市場がロンドン金融市場の補助的役割を果たす所以とフランスの資本輸出の特徴について考察しなさい。
⑤第一次大戦の経済的背景をドイツの帝国主義的進出の特徴と関わらせながら論じなさい。
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ポンド体制と第一次大戦
協調的側面と対立的側面
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

ドイツとアメリカの大型好況のいくつかの要因
都市化,新興産業
資金の需要が高まる=経済の発展が促進
→金利が高くなる→資金調達コストが高まるわけで→投資減るはずだが,イギリスの短期資金が入ってきたため,資金の関係は回避され,好況が続く。
産業的な蓄積が
イギリスの短期資金と長期資金輸出により世界の金融を担った
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

イギリスは国際的な金融の中心(資本の輸出)となる。取り戻すシステムを持っていたから。
協調的な側面,諸外国(

ドイツ→海外に投資
イギリス短期輸出により,(回避された不況@アメリカ)

アメリカ→移民の急増から拡大する流動的な市場,市場余裕ある
ドイツ→アメリカほどの流動的な国内市場はない。なんらかの形で解消するようなメカニズムなければドイツ経済は破綻する
資本蓄積によりバブルが起きるのではないか?(勝手に終わらせられない
労働市場の逼迫,賃金の上昇,利潤を圧縮
本来は賃金の上昇が資本主義の息詰まりの黄色信号
ドイツ
ダンピング輸出,資本輸出
イギリスからの資本を(?)吸収するメカニズムがダンピング輸出と資本輸出だった
ドイツ経済で吸収しきれない過剰な生産能力を消化できなければ恐慌だった。
→稼働率を50%などに下げなければいけなくなる(投資した意味がない)→企業の損失(投資損)→返せないまま恐慌
↑避けるためのシステムがドイツの資本輸出,それによりさらなる経済拡張
イギリスとの協調的側面を逸脱するのは,ドイツがイギリスからの短期資金を……する上で逸脱せざるを得なかった。。。?

☆一次対戦のドイツ問題
直接投資が徐々に政治的意味合いを持ってくる(P281)

問題
A群3題
①大不況@第三章
インド?

B群3題
P280-281

ドイツとアメリカ
イギリスの国際的金融
企業形態の変化
最低20行。
大不況
大不況とは1873-1895年に至る,約四分の一世紀の時期を表現するために使われていて,大不況は資本主義の歴史の一つの大きな分水嶺と見ることが出来る。この大不況の主要的な構造的要因をあげるとすれば以下のようになる。
この時期のドイツや合衆国では鉄鋼,化学,電気,自動車などの重化学工業が高度に発展したため,株式の取得,発行,持合などの手段を通じて,従来の株式会社とは比較にならないような巨大株式会社を誕生させることとなった。
重化学工業において,工場などに大規模な資本を投入するため,そこで大規模な資本が必要となってきたことによる資本の商品化により産業証券(株式)市場が一般化し,巨大産業株式会社として資本が集中することとなり,合名企業は大型企業へ,個人企業が大型産業株式会社へ転換し,支配集中機能,資金調達機能を持つこととなった。
また,大型産業企業体の成立発展にはそれ自身の集中集積過程を持つ銀行資本の媒介,それとの結合が不可欠であったといえる。さらにそこから独占という競争制限の姿にたどり着くまでは各社でシビアな設備拡張競争が展開されていて,このときの独占とは一つの方向性として現れた究極的な姿だったと言えよう。
職員層では生産装置の高度化による労働内容の単純化から19世紀型熟練工の必要性がなくなり,労働者をチームとして職長、技師といった管理的熟練が生まれた。
これらも,企業の大型化によって労務管理が問われ,経営者企業者的な立場を持つもの,

ミドルマネージメント層が増加したと言える。
この時期にドイツ経済が繁栄した理由に都市化の進展,新成長産業の出現(電気、化学、造船),またそれらが多軸的重化学工業の産業連関を形成し,内需を拡大した点,また輸出の拡大による外需の拡大が上げられる。
都市化の進展とともに、電機ブームが起こり強電部門が興隆し,塩基性普通鋼の大量生産が起こり,造船業の発展により,石炭や鉄鋼の需要が見込まれた。さらにはタール,石炭化学,医薬品などの世界最先端をいく化学工業と,これらが相互内生化を果たし需要を掘り出しドイツ経済は上向きになった,また,設備の拡張から独占の形成も素進んでいた。これだけの好況要因があるわけだからドイツ経済は加熱し,資金の需要が高まり金利が上昇し,そのため資金調達コストが高くなり,投資が減少するはずだった。だがこの時期にロンドンとパリから短期資金が入ってきたため,ここで恐慌にならずに,再び設備投資が起こり,生産は更に拡大していった。だが,ドイツにはアメリカほどの流動的な国内市場はなく,なんらかの形で過剰供給を解消するようなメカニズムがなければドイツ経済は破綻する
そこでドイツはダンピング輸出と資本輸出をパリとロンドンからの資本を吸収するメカニズムとし,さらなる経済拡張を選んだ。つまりイギリスは本来出てくるべきドイツの息詰まりを助け、ドイツは助けられながら同時に生産能力の拡張から資本輸出,政治的意味合いを持つ直接投資をせざるをえなくなったといえる。
